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石
森
　
秀
三

ミドルパワー連携への期待

海外市場に発信
地方の隠れた魅力
広域ＤＭＯ
運 輸 局 と

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
　

広
域
連
携
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

招
請

本
、記
事
広
告
も

広
が
る「
手
ぶ
ら
観
光
」

各
地
で
動
き
　

利
便
性
向
上
、混
雑
緩
和
へ

宿泊者数

外
国
人
２
ヵ
月
連
続
減


月
・

月
　

中
国
客
減
少
の
影
響
か

フェアフィールド・バイ・マリオット

回遊、滞在が鍵

道の駅プロジェクトの中本氏

ローカルな旅の魅力で提言

　
衆
院
選
の
投
開
票
が
８
日
に

行
わ
れ
、高
市
自
民
党
は
３
１

６
議
席
を
獲
得
し
、歴
史
的
大

勝
利
を
収
め
た
。１
９
５
５
年

の
自
民
党
結
党
以
来
、最
多
の

議
席
獲
得
だ
。自
民
党
単
独
で

衆
院
３
分
の
２（
３
１
０
議
席
）

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、絶
対

安
定
多
数（
２
６
１
議
席
）確
保

で
、国
会
運
営
の
主
導
権
を
一

気
に
握
る
こ
と
に
な
っ
た
。一

方
、野
党
第
一
党
の
中
道
改
革

連
合
は
大
惨
敗
を
喫
し
た
。

　
Ｇ
２（
米
国
と
中
国
）に
よ
る

世
界
統
治
体
制
が
強
化
さ
れ
る

中
、数
多
く
の
内
憂
外
患
を
抱

え
る
日
本
に
と
っ
て
高
市
自
民

党
が
強
大
な
権
力
基
盤
を
確
保

で
き
た
こ
と
は
大
激
変
の
世
界

情
勢
へ
の
迅
速
な
対
応
に
プ
ラ

ス
に
な
り
得
る
。し
か
し
、「
ト

ラ
ン
プ
帝
国
」化
す
る
米
国
と

の
同
盟
関
係
に
は
大
い
な
る
危

惧
を
感
じ
る
。ト
ラ
ン
プ
大
統

領
は
衆
院
選
最
終
盤
に「
高
市

首
相
と
連
立
政
権
に
対
す
る
完

全
か
つ
全
面
的
な
支
持
」を
表

明
し
た
が
、一
方
で「
主
権
国
家

へ
の
内
政
干
渉
」と
い
う
批
判

が
生
じ
た
。ト
ラ
ン
プ
政
権
は

力
の
支
配
を
信
奉
し
、国
際
法

や
同
盟
の
軽
視
な
ど
独
善
的
外

交
姿
勢
が
際
立
っ
て
い
る
。

　
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
デ
ン
マ

ー
ク
領
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
領

有
を
も
く
ろ
ん
で
い
る
が
、そ

れ
以
前
に
は「
カ
ナ
ダ
は
米
国

の

番
目
の
州
」と
呼
び
、「
そ

の
気
に
な
れ
ば
カ
ナ
ダ
を
経
済

的
に
破
綻
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
」と
豪
語
し
た
。カ
ナ
ダ
の
マ

ー
ク
・
カ
ー
ニ
ー
首
相
は
１
月

下
旬
に
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム

年
次
総
会（
ダ
ボ
ス
会
議
）で
圧

倒
的
な
演
説
を
行
い
、世
界
の

政
財
界
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
席
か

ら
立
ち
上
が
っ
て
一
斉
に
拍
手

し
称
賛
。カ
ー
ニ
ー
首
相
の
演

説
の
概
略
は
、次
の
通
り
。

　「
強
者
は
し
た
い
こ
と
を
し
、

弱
者
は
そ
れ
を
耐
え
忍
ぶ
」「
世

界
秩
序
の
断
絶
、
心
地
よ
い
物

語
の
終
焉

し
ゅ
う
え
ん

、
厳
し
い
現
実
の

始
ま
り
」「
ル
ー
ル
に
基
づ
く
国

際
秩
序
は
衰
退
し
て
い
る
が
、

カ
ナ
ダ
の
よ
う
な
ミ
ド
ル
パ
ワ

ー
（
中
堅
国
）
は
決
し
て
無
力

で
は
な
い
。
人
権
の
尊
重
、
持

続
可
能
な
開
発
、連
帯
、主
権
、

国
家
の
領
土
的
一
体
性
な
ど
の

価
値
を
体
現
す
る
新
し
い
秩
序

を
築
く
能
力
を
有
し
て
い
る
」

「
自
国
で
食
料
も
燃
料
も
確
保

で
き
ず
、
防
衛
も
で
き
な
い
国

に
は
選
択
肢
が
ほ
と
ん
ど
な

い
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
く
れ
な

い
な
ら
ば
自
分
で
自
分
を
守
る

し
か
な
い
」「
カ
ナ
ダ
は

年
ま

で
に
防
衛
支
出
を
倍
増
さ
せ
、

国
内
産
業
の
育
成
に
つ
な
げ

る
」「
４
大
陸
に
ま
た
が
る

の

貿
易
・
安
全
保
障
協
定
を
締
結
、

Ｅ
Ｕ
と
の
包
括
的
戦
略
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
合
意
、
イ
ン
ド

や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
な
ど

と
の
自
由
貿
易
協
定
も
交
渉

中
」「
地
球
規
模
の
課
題
解
決
の

た
め
、
価
値
と
利
益
に
基
づ
き

課
題
ご
と
に
異
な
る
連
合
を
組

む
『
柔
軟
に
組
み
替
え
可
能
な

協
力
枠
組
み
』
を
追
求
し
て
い

る
」「
大
国
は
単
独
行
動
が
可

能
。
ミ
ド
ル
パ
ワ
ー
は
結
束
し

て
影
響
力
の
あ
る『
第
三
の
道
』

を
切
り
拓
く
べ
き
」

　
カ
ー
ニ
ー
氏
（

歳
）
は
国

際
金
融
会
社
勤
務
後
に
、

歳

で
カ
ナ
ダ
銀
行
総
裁
、

歳
で

３
０
０
年
の
歴
史
を
有
す
る
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
で
初
め
て
の

外
国
人
総
裁
と
し
て
就
任
、
そ

の
後
に
政
治
経
験
の
な
い
ま

ま
、
昨
年
３
月
に
カ
ナ
ダ
首
相

に
就
任
。
カ
ー
ニ
ー
首
相
は
今

年
１
月
に
７
年
前
か
ら
関
係
悪

化
の
中
国
を
訪
問
し
て
習
近
平

主
席
と
会
談
し
、
新
た
な
戦
略

的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
締
結

し
た
。

　
カ
ー
ニ
ー
首
相
が
提
唱
す
る

ミ
ド
ル
パ
ワ
ー（
中
堅
国
）に
よ

る
課
題
ご
と
に
柔
軟
に
組
み
替

え
可
能
な
協
力
枠
組
み
は
極
め

て
重
要
で
あ
る
。例
え
ば
、日
本

は
国
際
観
光
促
進
の
た
め
の
ミ

ド
ル
パ
ワ
ー
連
携
に
積
極
的
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
べ
き
だ
。た
だ

し
高
市
首
相
は
あ
ま
り
観
光
振

興
に
前
向
き
で
は
な
い
の
で
、

観
光
関
係
者
の
よ
り
一
層
の
尽

力
が
必
要
不
可
欠
に
な
る
。

　
（
北
海
道
大
学
観
光
学
高
等

研
究
セ
ン
タ
ー
特
別
招
聘
教

授
）
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日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
地
方
誘
客
に
向
け
、
広

域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
地
方
運
輸
局
な
ど
と
連
携
し
、
各
地
域
の
認
知
度
向
上
を
目
指
す

広
域
連
携
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
今
年
度
か
ら
開
始
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー

な
ど
の
招
請
事
業
や
グ
ロ
ー
バ
ル
メ
デ
ィ
ア
へ
の
記
事
広
告
の
出
稿
に
よ
り
、
地
域

の
隠
れ
た
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
市
場
で
あ
る
欧
米
豪
、

ア
ジ
ア
な
ど
に
発
信
し
た
。

　
国
内
各
地
で
、
訪
日
旅
行
客
の
手
荷
物
配
送
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
動
き
が
増
え
て

い
る
。
今
年
１
月
に
は
、
首
都
圏
で
富
士
急
行
と
京
成
電
鉄
が
、
訪
日
外
国
人
観
光

客
向
け
手
荷
物
配
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
開
始
。
２
月
１
日
に
は
、
福
岡
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
）
と
物
流
Ｄ
Ｘ
を
手
掛
け
る
エ
ニ
キ
ャ
リ

（
東
京
都
千
代
田
区
）
が
、
福
岡
空
港
―
太
宰
府
エ
リ
ア
間
で
手
荷
物
配
送
の
需
要

を
検
証
す
る
実
証
を
開
始
し
た
。
訪
日
観
光
客
に
「
手
ぶ
ら
観
光
」
を
提
供
す
る
こ

と
で
、
混
雑
が
ど
の
程
度
緩
和
さ
れ
る
の
か
、
期
待
と
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

京
成
上
野
駅
手
荷
物
カ
ウ
ン

タ
ー

　
招
請
事
業
は
地
域
側
と
の

調
整
を
経
て
、
年

月
～


年
２
月
に
国
内

エ
リ
ア

で
計

本
を
実
施
。内
訳
は
、

旅
行
会
社
向
け
が
４
本
、イ

ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
向
け
が


本
、メ
デ
ィ
ア
向
け
が
３
本
。

市
場
別
で
は
、欧
米
豪
が
７

本
、東
ア
ジ
ア
が

本
、東
南

ア
ジ
ア
が
３
本
。地
方
運
輸

局
、広
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど
の
提

案
コ
ン
テ
ン
ツ
を
基
に
行
程

を
作
成
し
、視
察
、取
材
、情

報
発
信
を
支
援
し
た
。

　
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で

万

人
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で


万
人
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
持
つ

フ
ラ
ン
ス
人
イ
ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
を
九
州
エ
リ
ア
に
招
請

し
た
事
業
で
は
、
普
光
寺
で

の
阿
字
観
瞑
想
体

験
（
大
分
県
豊
後

大
野
市
）
、
阿
蘇

中
岳
の
第
一
火
口

（
熊
本
県
阿
蘇

市
）
な
ど
の
情
報

が
発
信
さ
れ
た
。

　
中
部
エ
リ
ア
に
は
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
１
２
６
万
人
、
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム

万
人
の
フ
ォ

ロ
ワ
ー
を
持
つ
タ
イ
人
イ
ン

フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
招
請
。
刃

物
屋
三
秀
・
関
刃
物
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
（
岐
阜
県
関
市
）
、

レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ
ン
「
天
空

の
テ
ラ
ス
」
（
福
井
県
美
浜

町
）
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
グ
ロ
バ
ー
ル
メ
デ
ィ
ア
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
記
事
広

告
は
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、

豪
州
の
市
場
を
対
象
に
ユ
ー

ロ
ニ
ュ
ー
ス
で

年

月
下

旬
か
ら
、
米
国
を
対
象
に
デ

ィ
ス
カ
バ
リ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル

で

月
中
旬
か
ら
出
稿
さ
れ

て
い
る
。

　
ユ
ー
ロ
ニ
ュ
ー
ス
の
記
事

広
告
の
テ
ー
マ
は
、
北
海
道

が
雪
や
文
化
、
料
理
、
東
北

が
日
本
酒
や
味
覚
、
関
東
が

街
道
や
職
人
技
、
北
陸
信
越

が
水
、
中
部
が
徳
川
家
康
や

侍
な
ど
。
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
記
事
広
告
の

テ
ー
マ
は
、
近
畿
が
巡
礼
の

山
々
と
森
、中
国
が
職
人
技
、

四
国
が
城
泊
、
九
州
が
デ
ジ

タ
ル
ノ
マ
ド
、
沖
縄
が
伝
統

文
化
な
ど
。

　
記
事
広
告
に
は
、
各
地
域

の
テ
ー
マ
に
応
じ
て
シ
ョ
ー

ト
動
画
を
作
成
し
て
本
文
に

併
せ
て
配
置
。
四
国
の
事
例

で
は
、
四
国
運
輸
局
な
ど
の

地
域
関
係
者
と
連
携
し
、
城

泊
を
テ
ー
マ
に
し
た
動
画
を

製
作
し
、
関
心
を
高
め
る
よ

う
に
工
夫
し
た
。

　
広
域
連
携
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
事
業
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ

Ｏ
地
域
連
携
部
地
域
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
連
携
室
の
吉
越
大

悟
室
長
は
「
地
域
関
係
者
だ

か
ら
こ
そ
知
る
地
域
の
隠
れ

た
魅
力
や
最
新
コ
ン
テ
ン
ツ

を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
Ｊ
Ｎ

Ｔ
Ｏ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

ノ
ウ
ハ
ウ
や
海
外
市
場
の
最

新
ト
レ
ン
ド
情
報
を
掛
け
合

わ
せ
て
実
施
し
た
。
情
報
発

信
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
今

回
の
事
業
を
通
し
て
得
ら
れ

た
課
題
な
ど
を
各
地
域
に
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
コ
ン
テ

ン
ツ
の
磨
き
上
げ
、
受
け
入

れ
態
勢
の
強
化
に
も
寄
与
し

て
い
く
」
と
述
べ
た
。

　
　
　
　
　
　
　【
向
野
悟
】

　
観
光
庁
の
宿
泊
旅
行
統
計

調
査
で
、２
０
２
５
年

月

の
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数

は
、第
２
次
速
報
値
で
１
４

５
３
万
人
泊
、前
年
同
月
比

３
・
７
％
減
と
マ
イ
ナ
ス
に

転
じ
た
。統
計
精
度
が
低
い

段
階
の
第
１
次
速
報
の
数
値

で
は
、
月
も
１
４
９
０
万

人
泊
で
同
５
・
９
％
減
だ
っ

た
。日
中
関
係
の
悪
化
に
伴

い
中
国
か
ら
の
旅
行
者
が
減

少
し
た
影
響
と
み
ら
れ
る
。

中
国
政
府
は
、自
国
民
に
訪

日
旅
行
の
自
粛
を
要
請
し
て

お
り
、春
節（
旧
正
月
）シ
ー

ズ
ン
も
影
響
が
出
そ
う
だ
。

　
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数

は
、
コ
ロ
ナ
明
け
以
降
、
前

年
同
月
を
上
回
っ
て
推
移
。

日
本
で
災
害
が
起
き
る
と
い

う
根
拠
の
な
い
情
報
が
香
港

な
ど
で
拡
散
し
た
影
響
で


年
７
月
に
い
っ
た
ん
マ
イ
ナ

ス
に
な
っ
た
が
、
以
降
は
プ

ラ
ス
に
。
し
か
し
、
高
市
早

苗
首
相
の
台
湾
有
事
に
絡
む

国
会
答
弁
を
受
け
、
中
国
政

府
が

月

日
に
訪
日
自
粛

を
自
国
民
に
呼
び
掛
け

た
。
そ
の
影
響
が
出
た

と
み
ら
れ
、
外
国
人
延

べ
宿
泊
者
数
は

月
、


月
と
２
カ
月
連
続
の

マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

　

年

月
の
中
国
人

延
べ
宿
泊
者
数
は
１
８

２
万
人
泊
で
前
年
同
月

比
６
・
６
％
減
、
約


万
人
泊
分
が
減
少
し

た
。

月
の
中
国
人
延
べ
宿

泊
者
数
は
ま
だ
発
表
さ
れ
て

い
な
い
が
、

月
の
中
国
か

ら
の
訪
日
旅
行
者
数
（
日
本

政
府
観
光
局
〈
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
推

計
値
〉
）
は

万
人
で
前
年

同
月
比

・
３
％
減
と
な
っ

て
お
り
、
宿
泊
数
も
大
幅
な

減
少
が
見
込
ま
れ
る
。

　
中
国
人
旅
行
者
の
減
少
な

ど
を
受
け
、
三
大
都
市
圏

（
東
京
、
愛
知
、
大
阪
な
ど

８
都
府
県
）
の

月
の
外
国

人
延
べ
宿
泊
者
数
は
９
９
０

万
人
泊
で
前
年
同
月
比
４
・

８
％
減
と
な
っ
た
。
一
方
の

地
方
部（
三
大
都
市
圏
以
外
）

は
４
６
３
万
人
泊
で
同
１
・

３
％
減
だ
っ
た
。
都
道
府
県

別
の
減
少
率
で
は
、
大
阪
府

の

・
２
％
減
、
山
梨
県
の


・
２
％
減
、
沖
縄
県
の


・
０
％
減
な
ど
が
目
立
つ
。

　
　
■
駅
・
ホ
テ
ル
間
配
送

　
富
士
急
行
は
１
月

日
、

河
口
湖
駅
と
周
辺
の
宿
泊
施

設
を
結
ぶ
手
荷
物
配
送
サ
ー

ビ
ス
事
業
「
Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ
ｙ
ａ

ｍ
ａ
　
Ｌ
ｕ
ｇ
ｇ
ａ
ｇ
ｅ
　

Ｄ
ｅ
ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ
（
フ
ジ

ヤ
マ
ラ
ゲ
ッ
ジ
デ
リ
バ
リ

ー
）
」
を
開
始
。
観
光
庁
の

「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

未
然
防
止
・
抑
制
に
よ
る
持

続
可
能
な
観
光
推
進
事
業
」

の
採
択
を
受
け
た
補
助
事
業

と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、

観
光
客
の
利
便
性
向
上
、
公

共
交
通
機
関
や
周
辺
観
光
施

設
の
負
担
軽
減
を
目
指
す
。

　
対
象
施
設
は
、
河
口
湖
周

辺
の
加
盟
宿
泊
施
設

施

設
。
施
設
へ
の
配
送
は
河
口

湖
駅
隣
接
の
受
付
所
、
駅
へ

の
配
送
は
各
施
設
で
受
け
付

け
る
。
配
送
は
、
同
社
グ
ル

ー
プ
の
富
士
急
山
梨
ハ
イ
ヤ

ー
（
山
梨
県
富
士
吉
田
市
）

が
担
当
す
る
。

　
利
用
料
金
は
、
手
荷
物
１

個
に
つ
き
一
律
２
千
円
。

　
利
用
方
法
は
、
窓
口
ま
た

は
宿
泊
施
設
で
直
接
申
し
込
む
形
式
に
加
え
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
予

約
も
開
始
し
て
い
る
。

　
同
社
に
よ
る
と
、
今
後
は

加
盟
宿
泊
施
設
を
増
や
し
て

い
き
、
配
送
エ
リ
ア
も
拡
大

し
て
い
く
と
い
う
。

　
　
　
■
午
後
に
は
空
港
で

　
１
月

日
に
は
京
成
電
鉄

も
手
荷
物
配
送
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
。
京
成
上
野
駅
構
内
の

「
京
成
上
野
駅
手
荷
物
カ
ウ

ン
タ
ー
」
で
、
午
前
中
に
預

か
っ
た
手
荷
物
を
成
田
空
港

へ
配
送
す
る
。
荷
物
は
第
１

タ
ー
ミ
ナ
ル
北
ウ
イ
ン
グ
・

第
２
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
Ｊ
Ａ
Ｌ

エ
ー
ビ
ー
シ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー

で
午
後
４
時
～
午
後
９
時
の

間
に
受
け
取
れ
る
。

　
同
カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
、
こ

れ
ま
で
も
手
荷
物
一
時
預
か

り
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

た
が
、
午
前
中
に
手
荷
物
を

預
け
て
上
野
エ
リ
ア
を
観
光

し
、
午
後
の
列
車
で
成
田
空

港
へ
向
か
う
利
用
客
が
多
い

こ
と
か
ら
、
同
サ
ー
ビ
ス
の

開
始
に
至
っ
た
。

　
　
　
■
需
要
の
実
態
把
握

　
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
と
エ
ニ
キ
ャ
リ

は
、
太
宰
府
天
満
宮
エ
リ
ア

へ
の
手
荷
物
配
送
需
要
を
検

証
す
る
実
証
を
今
月

日
ま

で
実
施
し
て
い
る
。
各
配
送

事
業
者
が
空
港
内
に
設
置
し

て
い
る
手
荷
物
預
か
り
カ
ウ

ン
タ
ー
で
受
け
付
け
た
太
宰

府
天
満
宮
エ
リ
ア
行
き
の
荷

物
を
、
エ
ニ
キ
ャ
リ
が
集
約

し
配
送
。
同
エ
リ
ア
に
お
け

る
手
荷
物
配
送
ニ
ー
ズ
を
把

握
す
る
。
実
証
で
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
は
、
配
送
事
業
者
が

太
宰
府
エ
リ
ア
で
配
送
受
付

カ
ウ
ン
タ
ー
を
設
け
る
か
検

討
す
る
際
の
基
礎
情
報
と
し

て
活
用
す
る
。

　
福
岡
県
の
人
気
観
光
地
・

太
宰
府
で
は
、
手
荷
物
を
持

っ
た
観
光
客
に
よ
る
混
雑
や

移
動
負
担
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
福
岡
空
港
と
太
宰
府

天
満
宮
エ
リ
ア
間
で
は
手
荷

物
配
送
の
潜
在
的
ニ
ー
ズ
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
各

配
送
事
業
者
単
独
で
は
荷
量

が
分
散
し
、
サ
ー
ビ
ス
化
に

向
け
た
判
断
材
料
と
な
る
デ

ー
タ
の
取
得
が
困
難
だ
っ
た

事
情
が
あ
る
。

　
対
象
と
な
る
カ
ウ
ン
タ
ー

は
、
国
際
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
１
階
の
「
ヤ
マ
ト
運

輸
宅
急
便
カ
ウ
ン
タ
ー
」

「
佐
川
急
便
宅
配
カ
ウ
ン
タ

ー
」
「
Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｇ
」

「
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｇ
Ｏ
　
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ

福
岡
空
港
国
際
線
カ
ウ
ン
タ

ー
」
の
３
カ
所
。

　
荷
物
は
午
後
１
時
に
集
荷

後
、
２
時
ま
で
に
太
宰
府
駅

付
近
の
和
食
店
「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」
に
配

送
。
午
後
５
時
ま
で
を
受
け

取
り
可
能
時
間
と
す
る
。

　
今
後
は
、
同
実
証
で
得
ら

れ
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
太

宰
府
エ
リ
ア
で
の
手
荷
物
配

送
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
を
Ｆ

Ｃ
Ｖ
Ｂ
、
各
配
送
事
業
者
と

検
討
す
る
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　【
水
田
寛
人
】

　
観
光
経
済
新
聞
社
は
５

日
、観
光
業
界
の
識
者
を
招

い
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ

ー「
観
光
経
済
新
聞
チ
ャ
ン

ネ
ル
」の
第

回
配
信
を
行

っ
た
。フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
・

バ
イ
・
マ
リ
オ
ッ
ト
道
の
駅

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
部
長
の
中
本
陽
子
氏

＝
写
真
＝
を
招
き
、「
地
域
へ

の
扉
を
開
き
、未
知
な
る
ニ

ッ
ポ
ン
を
ク
エ
ス
ト
す
る
―

フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
が
歩
む

『
ロ
ー
カ
ル
旅
』の
現
在
地
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

　
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
・
バ

イ
・
マ
リ
オ
ッ
ト
道
の
駅
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
２
０
２
０

年
か
ら
積
水
ハ
ウ
ス
と
マ
リ

オ
ッ
ト
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
が
進
め
て
き
た
地
域
経

済
活
性
化
事
業
で
、
全
国


カ
所
で
道
の
駅
に
隣
接
す
る

宿
泊
特
化
型
の
ホ
テ
ル
を
運

営
し
て
い
る
。

　
各
ホ
テ
ル
は
あ
え
て
飲
食

施
設
を
備
え
て
お
ら
ず
、
近

隣
の
道
の
駅
や
地
域
の
飲
食

店
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
設

計
に
し
た
ほ
か
、
居
心
地
の

良
さ
を
追
求
し
た
シ
ン
プ
ル

な
客
室
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
な

ど
、
長
期
滞
在
や
周
遊
旅
の

拠
点
と
し
て
利
用
し
や
す
い

工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
各
ホ
テ
ル
は
、
地

域
の
特
産
品
を
生
か
し
た
収

穫
体
験
や
棚
田
で
の
米
作
り

な
ど
を
は
じ
め
、
産
学
連
携

で
の
地
域
活
性
化
へ
の
取
り

組
み
、
ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
が

考
案
し
た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

企
画
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

　
中
本
氏
は
「
複
数
の
拠
点

を
結
び
、地
域
全
体
を『
面
』

と
し
て
回
遊
・
滞
在
で
き
る

仕
組
み
が
ロ
ー
カ
ル
で
の
魅

力
を
さ
ら
に
高
め
る
」
と
述

べ
た
。

　
次
回
は
２
月

日
午
後
１

時
か
ら
、
奥
ジ
ャ
パ
ン
・
ゼ

ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
川

口
浩
司
氏
を
招
き
、
「
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
通
し
て
地
域
の
課

題
を
解
消
す
る
―
熊
野
古
道

支
店
と
中
山
道
妻
籠
支
店
の

活
動
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
を
行
う
。
視
聴
は
無

料
。
事
前
申
し
込
み
制
。
開

催
前
日
の
午
後
５
時
ま
で
、

専
用
フ
ォ
ー
ム
＝

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
＝
で

受
け
付
け
る
。

「水」を巡る旅が
テーマの北陸信
越エリアの記事
広告
（出典　Euronews）

富
士
急
山
梨
ハ
イ
ヤ
ー
の

「
Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ
ｙ
ａ
ｍ
ａ
　

Ｌ
ｕ
ｇ
ｇ
ａ
ｇ
ｅ
　

Ｄ
ｅ

ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ
」


